
濃縮度試験報告書

1．　試　料　名　　　（試料姦K－89）

　　　　　　　　　ジシクロペンタジエン

　　構　造　式
　　　　　　　　　　　H

　　　　　　　　取調

　　　　同定　MSスペクトル（図一18参照）

　　　　性状　外観　無色透明液体

　　　　　　　　　融点（〔》　　33．6　　　沸点（◎　　170．0

　　　　　　　　　純度φめ　95。1　比重　0．977

　　　　　　　　　溶解性　　対水一不溶

　　　　　　　　　　　　　　対n〒ヘキサンー1，000ppn（v／v）

　　　　　　　　　　　　　　対ベンゼン，二硫化炭素，メタノールー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10，000Plm（v／v）

　　　　　　　　　　　　㈱　上記の数値まで溶解性を確認

　　　壌保業第5号1
　　　薬発第615号1魚偏礁内闘るf灘の難度認による

　　49基局第392号1

2．試験期間　　昭和55年1月10日～昭和55年3月26日

3．　試験方法及び条件

　　　T　L　m試験

　　　試験魚

　　　　ヒメダヵ　平均体重　0．16g　塩化第二水銀検定合格魚＊

　　　＊　　　　　　　．　　　　田端健二・用水と廃水，⊥』，1297～1303．（1972）

　（b）　溶解法（分散剤及び分散法）

　　　ゴ
　　　分散剤

　　　　硬化ヒマシ油（HCO－40）

　　　溶解法（分散法）

　　　　供試物質1認と硬化ヒマシ油（HCO－40）5gを混合し、

　　　　スターラーで撹拝し左がら水を’加えて、全量を1乙にし

　　　　1，000ppm（v／v）の原液を調製した。

（c）試験温度

　　　　25十1℃

（d）試験結果

　　　　48時間TLm値　：　3．7ppm（w／v）　（図一3参照）

　　　（揮発性化学物質用濃縮度試験装置を使用）

　　　試験水槽

　　　　ガラス製　　容量　100Z

　　　流水量　 1，152Z／日

　　　原液：希釈zk＝2旙／分：800泌／分

3．1

　（a）

3．2　濃縮度試験

3．2，1　試験条件

（a）　水系瑳境調節装置　　流水式



3．2．2

　（a）

分析条件

使用分析機器及び条件

　装　置ガスクロマトグラフ型一日立163
　カ　ラ　ム　　10％PEG20M／クロモソルプW

　　　　　　　　　　　　　　　　　AW　DMC　S

　　　　　　　　　　　　　　　　　（80～100メッシュ）

　　　　　　　　2彿×3傭φ　ガラス

　カラム温度　　105℃

　キャリアガス　　　N2

　検　出　器　　F　I　D

i

（c）　分析試料の前処理

　（1）魚　体

　　　　　　　　　遡一

　　　　・体重，体長測定

　　　　・細片化

　　　　←1N一水酸化カリウム水溶液　　150祀

　　　　←塩化ナトリウム　45g

　　　　←エタノール　手0旙
　　　　・蒸留装置＊に連結

　　　　・蒸留開始

　　　　・二硫化炭素15祀にて捕集（氷水）

L塑出分画1

　　　　・留出液　50溜採取

　　　　←脱塩水　50認

　　　　・振とう

　　　　←3N一塩酸　 2冠

水　　層 二慌化炭剰冒

←脱塩水　100認
・振とう

魍
二硫化炭素層

　　　・脱水ろ過

　　　・定容　20認（二硫化炭素）

G　C試料

＊備考参照



（b）試験魚

　　　コ　ィ　　平均体重　 31．7g

　　　　　　　　平均体長　 11．0α胃

　　　　　　　　平均脂肪含量　　　　2．8％＊

　＊耳．q．Blighand靴」．Dyer，Can．」．Bi。ch㎝，Physi・L，

　　37，911（1959）
（c）　外部消毒及び順化

　（1）外部消毒

　　　　止水状態で10ppm塩酸クロロテトラサイクリン水溶液

　　　　で24時間薬浴を行った。

　（2）順　化

　　　　25℃×14日間

（d）　溶解法（分散剤及び分散法）

　　　3．1（b）に同じ

（e）試験温度

　　　25十1℃

（f）　水槽中の溶存酸素量

　　　図一16及び17参照

（9）水槽濃度

　　設定理由

　　　精度よく定量できる濃度は・約し5ppm（図一4参界）

　　　である・水分析時の前処理操作に諦てス磯鶏レて

　　　回収率が88．9％であ力、予碗飼育7日間の結果よ．り水

　　　槽濃度の低下を25％と見込み、．第2準幸区の水槽濃度

を0．03ppmと設定した。第1濃度：区は第2濃度区の10倍に

設定した。

　　（計算式）　第2濃度区の水槽濃度は

　　　　　　　　　　1．5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　≒0．03ppmになる
　　　　　　　　88．9　　100－25
　　　　　75×　　　　×
　　　　　　　　100　　　　100

　　設定値

　　　　　　　　　　　　（単位Plmv／v）“

鹿妻，華華

＊分散剤はw／▽

実測値

表一1　濃縮倍率を求めるための平均濃度（単位Plmv／v）

1　　W 2　　W 4　　W 6　　W 弓　w

第1濃度区 0，229 ’0，227 0，227 0，234 0，237

第2譲度区 0．0213 0．020710．0221 0．0236 0ρ245．．．



（2）試験水

　　　　　　　試　験　水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1濃度区　第2濃度区

　　　　　　　　　　・採水　　　　　　　150㎡　　1・500認

　　　　　　　　　　←塩化ナトリウム　　 459　　 450g
　　　　　　　　　　←エタノール　　　10泌　　10認
　　　　　　　　　　・蒸留装置に連結（魚分析に準ずるγ

　　　　　　　　　　・蒸留開始
　　　　　　　　　　・二硫化炭素15認に捕集（氷水）
　　　　　　　　　1
　　　　　　匝亟歪面
　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　・留出液　50認採取
　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　1←脱塩水　50認

　　　　　　　　　　・振とう

　　　　　　　　　　←3N一塩酸　2磁

一工一十振1う

図一旦L二硲暇素星」

r上讐沓100泌

区二動感塑劃
　　　　　　　　　　・脱水ろ過

　　　　　　　　　　・定容　20認（二硫化炭素）

　　　　　　　G　C試料1
　　　　　　　　　　　　！

　　試験結果

　1　供試魚の状態

　　　　外観観察結果　正常

4．2濃縮度試験の結果

　　　　表一2　供試物質の濃縮倍率
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　　　　参考値：（　）で表示

なお訓験結果の表示について濃縮倍率と定量精度の関係は次の通りである。

魚体中濃度（p即） 濃縮倍率 計算方法（ppn）

精度よく定量

ﾅきる範囲
2．23以上

第1区9．42以上

謔Q区91．1以上

　　A
b　　　　D一×100　　E×F

参考値の範囲 0．13～2．23

第1区qβ2～942　　　　　　1

諠ﾀ区四～9U

B
検出限界の

ﾍ囲
0．13以下

c　　　D．一×第1区α82以下

100　玲琴F、



A　精度よく定量できる濃度二　　　1．5　ppm（図一4参照）

B　検出限界の濃度（S／N・＝2）：0．13ppm（図一4参照）

C回収車：89．6％

D魚体重：30g
E　最終液量　：　20　諺

F分取比：　2
　　　　　　　　　　　　　　以　上




